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と

い

う
意
味
に

お
い

て

現
実
的
・

顕

在
的
に

な
っ

た

位
相
空
間
が
コ

ン

パ

ク

ト

位
相
空
間
に
他
な
ら

な
い

。

　

し
た
が
っ

て

有
限
な
私
た

ち
の

他

者
と
し

て

私
た

ち
を
無
限
に

超
越
し

つ

つ

あ
た

か
も
有
限
な
私
た

ち
と
同
じ
よ

う
に

限
界
を
有
し
私
た

ち
に

内

在
す
る

可
能
性
を
持
つ

神
ご

自
身
の

述
語
と
し
て

位
相
空
間
が、

有
限
な

私
た
ち
の

他
者
と

し
て

私
た

ち
を
無
限
に

超
越
し
つ

つ

同
時
に
あ
た

か

も

有
限
な
私
た
ち
と

同
じ
よ

う
に

限

界
を
有
し

現
実
に

私
た

ち
に
内
在
し、

私
た
ち
と

同
じ
苦
し
み
を

苦
し
み、

十
字

架
に

付
け
ら
れ、

私
た

ち
と

同

じ
死
を
死
ん
だ
主
イ
エ

ス
・

キ

リ
ス

ト
の

述
語
と

し
て

コ

ン

パ

ク
ト
位
相

空
間
が

相
応
し
い

。

位
相
幾
何
神
学
は

、

神
を
位
相
空
間
た

と

え
ば

ユ

ー

ク

リ
ッ

ド
空
間
F、

キ
リ

ス

ト
を
コ

ン

パ

ク

ト
位
相
空
聞
た

と

え
ば

球
面

穿
と
述
語
付
け
る
の

で

あ
る

。

　

神
を
位
相
空
間、

キ
リ

ス

ト
を
コ

ン

パ

ク

ト
位
相
空
間
と

述
語
付
け
る

こ

と
は
、

神
あ
る
い

は

キ

リ
ス

ト
を
位
相
空
間
あ
る

い

は

コ

ン

パ

ク
ト
位

相
空
間
と

い

う
位
相
幾
何
学
の

理
念
に

よ
っ

て

定
義
す
る
こ

と

で

は

全
く

な
い

。

あ
る
哲
学
的
な
理
念
し
た
が
っ

て

数
学
的
な
理
念
に

よ
っ

て

神
を

定
義
す
る

こ

と
は
、

そ
の

理
念

を

神
の

偶
像
と

す
る
こ

と

に

他
な
ら

な

い

。

位
相
幾
何
神
学
は

偶
像
崇
拝
で

は
全

く
な
い

。

位
相
空
間
や
コ

ン

パ

ク

ト
位
相
空
間
は
、

神
の

本
質
を

定
義
す
る

偶
像
で

は

な
く、

私
た
ち
人

間
に
見
え
る
限
り
に
お
け
る
神
の

像

す
な
わ
ち

神
の

イ

コ

ン

に
他
な
ら
な

い
。

言
い

換
え
れ
ば
ユ

ー

ク
リ

ッ

ド
空
間
ド

や

球
面
即
と

い

っ

た

位
相
幾

何
学
の

図
形
は、

イ
エ

ス
・

キ

リ
ス

ト
の

板
に

絵
具
で

描
か
れ
た

図
像
と

同
じ
よ

う
に、

神
が
自
ら

を
啓
示

す
る

イ
コ

ン

な
の

で

あ
る

。

初
期
R
・

ロ

ラ

ン

に

お

け
る

芸

術
と

宗
教

掛

　
川

　
富
　
康

　
ニ

ヴ
ェ

ル

ネ
ー

の
一

小
邑
ク
ラ

ム

シ

ー

か
ら、

パ

リ
の

リ
セ
・

ル

イ
・

ル
・

グ
ラ

ン

へ

、

さ
ら
に

高
等
師
範
へ

と

進
ん

だ

R
・

ロ

ラ
ン

は、

母
親

の

教
育
熱
に
助
け
ら

れ

な

が
ら、

芸
術
面、

と

く
に

音
楽
に

お

い

て

は
す

で

に

卓
越
し
た

感
受
性
と

技
巧
を
備
え
て

い

た
。

し
か

し、

音
楽
家
へ

の

道
は
早
く
も
自
覚
的
に

断
念
し、

高
等
師

範
で

は
、

ド

イ
ツ

の

文
献
学
に

習
っ

て

フ

ラ

ン

ス

歴
史
学
に
革
新
を
も
た

ら
そ
う
と

し
た
G
・

モ

ノ

ー

に

学
び、

こ

の

師
の

推
薦
に

よ

っ

て
、

フ

ラ

ン

ス

の

俊
英
の

集
ま
る
ロ

ー

マ

の

フ

ァ

ル

ネ
ー

ゼ

宮、

フ

ラ

ン

ス

考
古
学
院
に

学
ん

だ
。

ロ

ー

マ

時
代

、

自

身
は

古
文
書
へ

の

沈
潜
と
歴

史
遺
跡
に

足
を
は

こ

ぶ

毎
日

で

あ
っ

た

が、

こ

の

ロ

ラ

ン

を

社
交
界
に

導
き、

人

間
的
に

も
著
し
く
成
長
さ

せ
た

の

は、

す
で

に
パ

リ
で
、

モ

ノ

！

に

紹
介
さ

れ
た

年
長
の

ド
イ
ツ

人

女
性

の

「

理
想
主
義
者
」

M
・

v
・

マ

イ
ゼ

ン

ブ

ー

ク

で

あ
る

。

　
ロ

ラ

ン

の

内
面
性
の

理
解
の

た
め
に

は
、

一

九
世
紀
後
半
の

フ

ラ

ン

ス

と

ド
イ
ツ

を
お
そ
い
、

マ

イ
ゼ

ン

ブ
ー

ク

の

中
で

拮
抗
し
て

い

た
、

レ

ア

リ

ス

ム

ス

と

イ
デ
ア

リ
ス

ム

ス

と
の

相
克
を
理
解
す
る

必

要
が
あ
る

。

か

つ

て

ス

タ

ー

ル

夫
人
の

発

見
し
た

、

ゲ

ー

テ

時
代
の

イ
デ

ア

リ

ス

ム

ス

の

ド
イ
ツ

で

は
な
く、

ビ

ス

マ

ル

ク

の

体
現

す
る

レ

ア

リ

ス

ム

ス

（
F
・

ベ

ル

ト
ー）

が、

ロ

ラ

ン

の

時

代
の

ド
イ
ツ

で

あ
り

、

そ
こ

に

ロ

ラ

ン

は

ド

イ
ツ

精
神
の

退
廃
を
見
て

い

る
。

他

方
、

同
時
代
の

フ

ラ

ン

ス

も
、

世
紀

の

初
頭
の

ロ

マ

ン

主

義
以

来、

積
極
的
な

価

値
に

領
導
さ
れ

る
こ

と
な

く、

懐
疑
・

唯
物
主
義
・

厭
世
主
義
・

デ

カ

ダ

ン

的
享

楽
主

義
に

支
配
さ
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れ

て

い

た
。

　
ロ

ラ

ン

の

中
に
、

芸
術
へ

の

愛
好
と
自

己
の

精
神
世
界
に

よ

っ

て

す
で

に

存
在
し

て

い

た

に
せ

よ
、

彼
の

存
在
を

支
配

し
て

い

た
の

は
、

イ

デ

ア

リ
ス

ム

ス

へ

の

姿
勢
で

あ
る．、

イ

デ

ア

ー

ル

の

世
界
の

極
限
に

位
置
す
る

と

同
時
に

、

世
界
内
在
的
に、

彼
に

と
っ

て

の

神、

宗
教
が

あ
る
。

倫
理

や

道
徳
も

、

宗
教
と
の

緊
張
あ
る

連
続
性
の

中
に

位
置
づ

け
ら

れ
、

こ

の

点
、

フ

ラ

ン

ス

社

会
に

政
教
分

離
を
も
た

ら
し

た

ラ

イ
シ

テ

の

唱
道

者

J
・

フ

ェ

リ

ー

な
ど
の

姿
勢
と

異
な
る

。

デ

カ

ダ
ン

ス

の

支
配
す
る

フ

ラ

ン

ス

で
、

こ

の

よ

う
な
イ
デ
ア

リ

ス

ム

ス

を
認

知
さ

せ
、

そ
れ
へ

の

積
極

的
な

傾
斜
を

も
た

ら
し
た

の

は
、

ロ

ラ

ン

自
身
の

資
質
と
一

貫
し

て

変
わ

ら

ぬ
、

ベ

ー

ト

ー

ベ

ン

を
筆
頭
と

す
る

ド
イ

ツ

の

形
而
上

学
的
・

宗
教
的

な

文
化
世

界
で

あ
る

。

　

す
で

に

幼
少
か

ら
親
し
ん

だ

ピ

ア

ノ

の

技
巧
と

音
楽
へ

の

愛
着
に

よ
っ

て
、

音

楽
が

、

彼
の

存
在
と

不
可

分
に

結
び

つ

い

て

い

る
。

絵
画
よ

り

も
、

ま

た

そ
の

読
者
が
知
的
な
階
層
に

限

定
さ
れ
る

と
い

う
理
由
で

、

そ

の

芸

術
的
な

普
遍
性
に

限
定
が

設
定
さ

れ
た

文
学
よ

り
も

、

音
楽
は
、

ロ

ラ

ン

の

存
在
、

精
神
と

肉
体
の

全

般
に

関
わ
っ

て

い

る
。

文
学
に

対
す
る

音
楽
の

芸
術

的
な

優
位
の

根
拠
は

、

文
学
は

文
章
や

推
理
の

デ

ィ

ス

ク

ル

シ

ー

フ

な
性

格
に

依
存
す
る

が
、

音
楽
は

直
接

他
の

心

情
と
の

内

面
的
な

交
流
が
可

能
で

あ
る

点
に

あ
る

と

さ
れ

る
。

「

音
楽
は

詩
よ

り
も
内
面

的

で
、

感
情
の

直
接
的
で

深
い

表
現．
で

あ
る
」

。

音
楽
は
、

精
神
の

深
い

層

に

触
れ
て

い

る

の

で
、

「

歴

史
の

内
面

的
理

解
や

人
聞
の

思

考
の

密
か
な

動
き
を
認

識
す
る
の

に

有
用
で

あ
る
」

。

古
代
の

ギ

リ
シ

ャ

で

完
成
を

見

て

い

た
、

詩
と

音
楽
の

統
一

を
、

ル

ネ
サ
ン

ス

以

降
の

近

代
に

お
い

て
、

ド

イ
ツ

や

フ

ラ

ン

ス

の

中
に
で

は

な
く

、

イ
タ

リ
ア
・

オ
ペ

ラ

の

中
に

検

証
し

よ

う
と

し、

そ
の

意
味
で
、

ニ

ー

チ
ェ

と

同
じ

く、

R
・

ワ

ー

グ
ナ

ー

を

評
価
す
る

。

　

民
衆
へ

の

接
近
と

社
会
主
義
ー

ロ

ラ

ン

の

社
会
主

義
へ

の

シ

ン

パ

シ

ー

は
、

先
行
す
る

イ

デ
ア

リ
ス

ム

ス

へ

の

シ

ン

パ

シ

ー

か
ら
見
て、

異
質
な

も
の

と

受
け
取
ら

れ
が
ち
で

あ
る

が
、

そ
の

伝
記
を

発
表
し
た
J
・

ロ

ビ

シ
エ

が

言
う
よ

う
に、

内
容
的
に

連

続
し

て

い

る
。

オ
ペ

ラ

の

発
生
と

そ

の

展
開
の

歴

史
を

民
衆
と

そ
の

担
い

手
と

な
る

貴
族
と

の

緊
張
の

中
に

見

て

い

る

が
、

民
衆
へ

の

視
線
を

自
覚
さ

せ

た

の

は
、

こ

の

演
劇
で

あ
る

。

最

近
の

ハ

ー
バ

ー
マ

ス

の

宗
教

論
に
つ

い

て

　
　

　

世
俗
倫
理
と

宗
教
倫
理

の

間

後
　
藤

　
正

　
英

　
過
去

十
年
ほ

ど
の

ハ

ー

バ

ー

マ

ス

の

議
論
を

振
り
返
る

と

き、

ま
ず
気

づ

く
の

は
、

宗
教
に

関
す
る

言
及
が

数
多
く
見
受
け
ら

れ
る

よ

う
に
な
っ

た
こ

と
で

あ
る
．

そ
の

理

由
は

ど
こ

に

あ
る

の

か
。

ハ

ー

バ

ー

マ

ス

は

ど

の

よ

う
な

観
点
か
ら

宗
教

を
問

題
に

し

て

い

る

の

か
。

今
回
の

発

表
で

は
、

ハ

ー

バ

ー

マ

ス

の

最
近
の

幾
つ

か
の

論
考
を

中
心
に
、

彼
の

宗
教
へ

の

関
心
の

在
り
処
を

明
ら
か

に

し

た
い

。

さ

ら
に

は
、

今
日
の

世
俗
倫
理

と

宗
教
倫
理
を
め

ぐ
る

論
争
の

中
で
ハ

ー

バ

ー

マ

ス

の

議
論
が

ど
の

よ

う

な
位
置
づ

け
を
も
つ

の

か
に

つ

い

て

も
考
え
て

み

た

い
。

　
近
年
の

ハ

ー

バ

ー

マ

ス

の

議
論
を
振
り
返
ろ

う
。

ハ

ー

バ

ー

マ

ス

は
、

同

時
多
発
テ

ロ

発
生

後
一

カ

月
を

経
過
し

た
二

〇
〇
一

年
十
月
一

四
日

に、

ド
イ
ツ

書
籍
協
会
平

和
賞
の

授

賞
式
で

「

信

仰
と

知
識
」

と
い

う
講

266（⊥100）
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